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【生活指導部より】   

今年の 4月から自転車のヘルメット着用が努力義務化されました。自

転車事故で死亡した人の約 7割が、頭部に致命傷を負っています。また、

ヘルメットの着用状況による致死率では、着用していない場合の致死率

は、着用している場合と比較すると約 2.3 倍も高くなっています。自転

車用ヘルメットを着用し、頭部を守ることが重要です。まだ購入してい

ない人は必ず購入するようにしてください。 

ヘルメットには様々な種類のものがあります。軽量な帽子型やスタイ

リッシュなもの、オレンジや黄色などの夜間でも見えやすいものなどた

くさんあるので、自分に合ったものを探してみてください。ヘルメット

だけでなく、ライト、ブレーキ・タイヤの点検など自転車の整備はしっ

かりと行い安全な生活を送りましょう！ 

【進路指導部より】  
・突然ですが！「あなたは、資格に挑戦しますか？」 

・将来の就職活動において、資格の有無は、大きな意味をもってきます。 

 単に、その資格を取得したというだけでなく、皆さんが取得に向けて学

ぶ努力をした証明にもなるからです。履歴書にも資格取得の記入欄があ

り、企業の人たちも、その努力を評価しています。 

  しかし、努力をしても、必ず取得ができるわけではありません。 

二度、三度、受験しても取得できないこともあります。それを恥ずかし

いと思う人や資格取得をあきらめる人もいるかもしれません。でも、そ

こは前向きに考えましょう。自分が未熟であると知る良い機会だと思っ

て、さらに努力をして挑戦しましょう。そして壁を乗り越えることが出

来れば、資格はもっと大きな意味のあるものになるでしょう。 

  ただし、講習料や受験料は高額です。やみくもに受験するのではなく、

将来に必要な資格なのかを考え、目的をもって挑戦しましょう。 

・今年もガス溶接の技能講習が全日制と合同で実施されます。 

 ガス溶接の技能講習修了という資格は、仕事でガス溶接を行うときに必

要となる資格です。６月３日、４日の２日間（朝から夕方まで）で、講

習と試験が行われ、他の資格と比べても取得しやすい資格です。 

  資格取得には、講習を受けて、試験に合格する必要があります。 

 真剣勝負ですので、当然ですが取得できない人も出てきます。 

  今回、申込みをしなかった人も、次の機会に挑戦してみてください。 

・夏休み中には、本校で危険物取扱者の受験に向けた講習も予定されてい

ます。この資格は、仕事でガソリンなどの危険物を扱うときに必要とな

ります。興味のある人は、講習に参加をしてみてください。 

  また、通年で、ＩＨＩ技術教習所での各種資格の案内をしていますの

で、興味のある人は、進路指導部の太田まで問合せてください。 

 技術教習所で教習する資格は、職員室前の廊下に掲示してあります。 


